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持続可能なサプライチェーン :
価値の最大化に向けて
環境、社会、経済、企業倫理の視点から見直すサプライチェーン戦略
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本調査について

2013 年、APICS と PwC は企業の経営層が、持続可能なサプライチェーンの
構築に向け、どのように優先順位を見極めているか調査を行った。また、経営層
だけではなく各部門の担当者が、企業の持続可能性にどのように取り組んでい
るかについても焦点を当てた。本調査では、得られた回答を比較・分析し、持続
可能性に向けた取り組みの成功要因を探る。
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目に見える成果を上げるために
持続可能性は長年にわたって経営上の重要なテーマであり、今やサプライチェー

ンマネジメントの分野で最も注目されているトレンドの一つである。PwC が過去に
実施した調査においても500人のうち3分の2以上のサプライチェーン担当役員が、
2015 年を通して持続可能性がサプライチェーンマネジメントにおいて重要な役割を
担うと指摘している 1。

一方で、企業戦略の推進に関わる中間管理職がどのようにこの持続可能性という
テーマについて考えているか、PwC と APICS が調査したところ興味深い結果が
明らかになった。APICS の企業会員メンバーの 39％が、ビジョンの提示、従業員
の動機づけ、経営リソースの配分が十分にされていないと回答したのだ 2。

これはサプライチェーン担当役員と中間管理職の間に大きな溝があることを示して
いる。残念ながら改革推進を担う社員と経営層が同じビジョンを共有していないケー
スはよく見られる。実際に、持続可能なサプライチェーンの構築に向けた戦略が企業
内に十分に浸透していると回答している役員が 30％に達しているのに対し、管理職
以下では 17% にしか満たないという結果が得られた。この溝が、サプライチェーン
にとって本当に意味のある改革を阻んでいるのである。

しかし、多くの企業が持続可能なサプライチェーンの構築に挑戦しており、サプラ
イチェーンの変革を求める人々は持続可能性の取り組みに価値を見いだしているこ
とは事実である。その裏付けとして、「持続可能性を高める取り組みが、過去 2 年間
にわたりどのような影響を与えたか」という質問に対して、以下のような結果が出て
いる。

 ▪ コストを削減できた（43%）

 ▪ 環境負荷に改善が見られた（35%）

 ▪ 顧客満足度が向上した（25%）

1 PwC, PwC’s Global Supply Chain Survey 2013, September 2013.

2 PwC and APICS, Sustainable Supply Chain Survey 2013.
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特筆すべきは、76％もの業務担当者が「今後 3 年のうちに企業は持続可能なサプライチェーン
の構築により力を入れるだろう」と語っていることである。このような変革に向けた機会を逃さ
ないためにも、次の 3 点について重点的に取り組む必要がある。

 ▪ 持続可能なサプライチェーンの再定義

 ▪ サプライチェーン全体での価値の創出

 ▪ 戦略実行のための組織構築

この 3 つの視点は共に補強し合い、持続可能なサプライチェーンの構築を目指す全ての企業に
適用可能である。次に、これらの視点を一つずつ見ていこう。

76% 76％もの業務担当者が「今後 3 年のうちに企業は持続可能なサプライ
チェーンの構築に、より力を入れるだろう」と語っている。



持続可能なサプライチェーンの再定義
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持続可能性への取り組みを利益につなげるために
近年「持続可能性」という言葉は以前より増して戦略的、ビジネス的な意味を持

つようになった。コンプライアンスやブランディングから、コスト削減や顧客満足
度の向上など「ビジネスにおける価値」に論点が移ったのだ。

Bill Leedale 氏は、世界的な企業向けソフトウエアベンダーである IFS North 
America の製造・エンジニアリング部門でシニアアドバイザーを務めている。彼
は次のように語る。「利益は単純な売り上げと費用の差だけではない。長期的な視
点にたち、持続可能性を高めるための潜在的なコストに目を向けるべきだ。しかし
ながら企業は新たに市場参入する際、その市場特有の持続可能性に関するニーズに
十分な注意を払わず、結果追い出されてしまうのだ」

ビジネスを成功させるためには、企業は環境、社会、経済、企業倫理の視点から
サプライチェーンを捉え直さなければならない。

利益は単純な売り上げと費用の差だけではない。長期的な
視点にたち、持続可能性を高めるための潜在的なコストに
目を向けるべきだ。“
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これらの視点からサプライチェーン全体を捉え直すことは、企業の収益性を高め、
市場に価値をもたらすためのステップを明らかにする。また、そのステップにこれ
まで取り組んできた重要事項、例えば障害への迅速な対応などを取り込むことが
できる。

経営層と管理職、管理職とサステナビリティの専門家、企業とそのサプライヤー
など多岐にわたる関係者が協業する新しいアプローチが求められている。

論点 把握すべきこと サプライチェーンマネジメント

サプライチェーンのリスクと機会

企業のサプライチェーン活動が
もたらすポジティブな影響と
ネガティブな影響

持続可能性のビジネスに対する
投資価値

環境への取り組み：
エコシステム、資源、土地、空気、水を含むあらゆる
自然システムへの影響

社会貢献：
労働環境、人権、健康、教育、暮らし、自立といった
従業員や顧客、コミュニティーへの影響

経済活動：
企業のステークホルダーや地域、国、世界の経済への影響

企業倫理：
法令、規則、モラルの遵守

 サプライヤーマネジメント

 統制のとれたオペレーション

 カスタマーマネジメント

持続可能なサプライチェーンの再定義：環境、社会、経済、企業倫理の視点から
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持続可能なサプライチェーンはなぜ必要か

レピュテーション
リスク

十 分 な 環 境 対 策 を 実 施 し て い る サ プ ラ イ ヤ ー と の 取 引 を 望 む 企 業 が 増 え て い る 。
C a r b o n  D i s c l o s u r e  P r o j e c t （ C D P ） の 報 告 に よ る と 4 0 ％ 近 く の 企 業 が 十 分 に
二 酸 化 炭 素 を 管 理 し て い な い サ プ ラ イ ヤ ー と は 取 引 を 停 止 す る と 伝 え て い る 3。

コスト削減

米国通信会社の Sprint は、買い戻しとリサイクルプログラムによる中古携帯電話の回収で、
10 億米ドル以上のコストを削減した。本プログラムではブランド問わず顧客の携帯電話を
査定し、同社で使用できるポイントで買い戻す。目標は、2017 年までに製品のリユース、
リサイクルを推進し、回収率を 90％ まで上げることだ 4。

品質と継続性

Heinz は、中国の新疆ウイグル地域の土壌が数十年に及ぶ不適切な管理によって荒廃していた
ことを発見した。そこで同社は効率的な肥料や農薬、かんがいや適切な機械の活用を通じて、
持続可能な農業を紹介するプログラムを開始した。その結果、地域農業の生産量は 58％向上し、
農業コミュニティーは活性化した 5。

売り上げ増加

100％リサイクル素材で作られたプラスチックケースのコーヒーマシン、無駄な蒸気をなく
しエネルギーを節約するアイロン、30％エネルギー効率が高い掃除機など、オランダ企業
の Philips は、コストやエネルギー消費量、二酸化炭素排出量を削減する製品を設計した。
2013 年は 118 億ユーロの売り上げのうち 51％を「グリーンプロダクト」が占めた 6。

革新的な製品や
サービス

Siemens はイスタンブールの水システムのあらゆるところに超音波センサーを設置し、ポンプ場
と中央制御システムをつなぐことによって上下水道の監視を可能にした。このモニタリングシステ
ムにより、人口増加が著しいイスタンブールにおいて貴重な資源である水の消費量を管理している
7。

3 Carbon Disclosure Project, CDP Supply Chain Report 2012, viewed April 21, 2014.

4 Sprint, Sprint: Re:Cycle, viewed April 21, 2014.

5 Heinz, Heinz Tomatoes: Cultivating a Sustainable Commitment, viewed April 21, 2014.

6 Philips, Making the world healthier and more sustainable through innovation, viewed April 21, 2014.

7 Siemens, Siemens Environmental Portfolio: Leading you to energy efficiency, viewed April 21, 2014.



サプライチェーン全体での価値の創出
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戦略の策定

37％の業務担当者が、一貫性のない計画が持続可能なサプライチェーンの構築
を阻んでいると指摘する。

持続可能なサプライチェーンの構築によって収益増加、コスト削減、市場シェア
拡大、環境負荷軽減などの目に見える効果があった企業は、戦略を明文化している
割合が高い。

戦略を浸透させると、利益が出るまでに時間がかかる重要なプロジェクトに投資
しやすくなる。なぜなら取締役や投資家を説得しやすくなるからだ。

Hewlett-Packard のグローバル社会・環境担当である Zoe McMahon 氏は、
持続可能性の重要性が日々の意思決定の中で忘れ去られてしまうことがあるとい
う。「長時間労働や、ビジネスを成長させなければいけないプレッシャーの中で、
持続可能性という目的を追求することが困難な状況が起こりえる。正しく意思決定
をできるように、持続可能性の検討においてもビジネスケースの策定が不可欠なの
である」

37％の業務担当者が、一貫性のない計画が持続可能な
サプライチェーンの構築を阻んでいると指摘する。37%
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前出の Bill Leedale 氏も次のように語っている。「企業が持続可能性を保ち続け
るために、経営層はサプライチェーンにおいて発生する問題を解消しなければなら
ない。例えば企業のトップが持続可能性について語ったと思えば、同時にコスト削
減にも触れることがよくある。しかしどちらも達成できるように力を尽くさなけれ
ば、コスト削減のみが追求されることになる」

サプライチェーン・オペレーションズ・レファレンスモデル（SCOR®）におけ
る 5 つのプロセスにおいて、製品の設計から利用まで網羅的に評価することにより
価値を最大化することができる。

この考え方により、企業全体の部門横断的な視点を持つことができる。経営層は
サプライチェーンの環境、社会、経済、企業倫理全体への影響を把握することがで
きる。さらに、サプライチェーンの担当者は、それぞれの担当領域と全体との関連性
を把握し、どのような方策があるか見いだすことができる。

以下では、持続可能性を追求した適切な計画によって、製品の革新、顧客満足度
の向上や継続的な供給を実現できた成功事例を紹介する。
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例：一貫した戦略を策定する

SCOR モデルの５つのプロセスにおける環境、社会、経済、企業倫理の優先順位は一貫した
戦略の上に成り立つ。

計画を策定する際は、短期・中期・長期的な非財務情報を考慮すべきである。なぜなら
非財務情報の開示は企業の透明性を高め、顧客や規制当局、投資家などのステークホルダー
との信頼を築くために重要だからだ。

計画 調達 生産 納入 使用・返品

環境 複数の用途／再利用
を前提とした設計

リサイクルされた原料
の調達および部品の
再利用

効率化、コスト削減、
部材の再利用を目的
としたプロセス設計
とテクノロジーへの
投資（例：3D プリ
ンター）

再利用可能な梱包材
の採用および梱包材
の削減による燃費効
率の向上

効 率 的 な回 収とリ
バース・ロジスティク
ス・チャネルの構築

社会 サービスが行き届い
ていないターゲッ
ト集団（例：年齢、
収入、能力、文化）

コミュニティーイン
フラへの投資（例：
道路）を通じた調達
物流の効率化

工場管理者および購
買スタッフに対する
トレーニングとイン
センティブ提供を通
じた、コストや不正
の削減（例：不必要
な残業）

地元企業を巻き込ん
だミクロ市場におけ
る製品の流通や販売
の促進

サービスが行き届い
ていない市場に向け
た既存製品の再検討

経済 各種団体やコミュニ
ティに対して、能力
開発、雇用創出、経
済発展の支援

サプライチェーン
のレジリエンス向
上と部品・原材料
の現地調達による
コスト削減

サプライチェーンの効
率化に向けた地理的
な製造ハブへの投資

（例：技術移転）

ローカル市場の規
模とシェアの増加

（例：配送エリアの
拡大）

使用済製品の分解と
分解後のパーツの再
利用が可能な企業と
の連携

企業倫理 知的財産の保護 コンプライアンスを
遵守しているサプラ
イヤーや商品の選定

偽装品リスクの管理 コンプライアンスを
遵守している代理店
の選定

適切な廃棄物の処理

出典 : PwC



戦略実行のための組織構築
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社員のやる気を引き出す

持続可能なサプライチェーンの構築には、多くの障壁がある。専門家の 3 分の 1
以上は目標の計測、管理がその障壁の一つだという（38％）。同様に人事評価やイン
センティブに課題があるという意見も多い（40％）。

特に投資家や顧客といったステークホルダーは、定量的なアプローチを重要視する
ため、明確な目標設定およびその管理、評価が必要となる。例えば温室効果ガス削減
などの公共性の高い目標設定は、大企業の標準というよりも、今や持続可能性のリー
ダー的企業においては必須条件である。現在ではより多くの大企業が、製品開発、梱包、
調達業務における組織横断的な目標を設定している。持続可能性向上に率先して取り
組んでいるとされる 126 社のうち 39％が公約を表明していることが、調査の結果明
らかになった 8。

企業が見るべき視点

これまで

企業の評判、顧客との関係、障害への
対応力に影響のある活動

一般的な活動

▪ サプライヤーへの要求
▪ 環境・企業倫理に関する活動
▪ 製品や梱包におけるエネルギーや自然資源の利用
▪ 物流・輸送の効率性
▪ 多様な取引先の利用
▪ 製品のエンドオブライフ（EOL）全体の価値
▪ 供給の断絶リスク

社会貢献活動の推進 公共性の高い目標は、企業戦略を強化し透明性を高めることにつながる。一部の企業が
抽象的かつ挑戦的な目標を掲げる一方で、多くの企業では具体的で明確な期限を持った
目標を設定している。（例：2015 年までに 100 万のサプライヤーとその雇用者にトレー
ニングを提供する）

これから

ビジネス価値 持続可能なサプライチェーンの構築に率先して取り組む企業は、その結果を金額で算出
している。（例：持続可能なサプライチェーン構築の結果、商品コストの削減につながった）

8 PwC, Sustainability goals 2.0: An evolving landscape, October 2012.
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多くの組織において、目標達成に向け、社員のやる気を引き出すことは急務となっ
ている。魅力的な職務の提示、調達システムへのガイダンス設計、目標と賞与への
反映といったインセンティブの体系は、評価基準を強化することにつながる。

「社員の多くは、持続可能な活動そのものではなく金額的な効果を評価されてい
ると感じている」Bill Leedale 氏は続ける。「変革について学び、さらなる一歩を
踏み出すことが、重要である。持続可能な活動がコストを削減する、あるいはコス
トの増加を食い止められることを証明することができれば、彼らは経営層から注目
を浴びることができる」

業績評価とインセンティブが一致している時、企業統制が強化されていると言
える。企業の持続的なサプライチェーンの取り組みは、企業戦略と日々の業務と
の関係性を明らかにし、社員の責任感の醸成、スキル向上にも役立つ。

“
変革について学び、さらなる一歩を踏み出すことが
重要である。
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社員やサプライヤーが実感できる持続可能なサプライチェーンの構築

持続可能性を向上させるために注力すべき点はどれですか？

 大幅に向上した 向上した 変化なし

持続可能なサプライチェーンによる目標達成のためのトレーニング 51% 40% 9%

持続可能性がもたらすビジネス価値に関するトレーニング 50% 45% 5%

持続可能性の戦略と日常業務の明確な関連 50% 42% 9%

日常業務における持続可能性の透明性とコンプライアンス要件 48% 45% 8%

経営層の説明責任 47% 48% 6%

組織やチームに対する持続可能性の測定基準と目標設定 45% 49% 7%

モニタリングスキームによるサプライチェーンパフォーマンスの評価 45% 50% 6%

持続可能性を推進するサプライヤーの採用 43% 49% 9%

対象：101 operations professionals globally.
出典： PwC and APICS, Sustainable Supply Chain Survey 2013, June 2013.
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Hewlett-Packard の Zoe McMahon 氏は「私たちはサプライヤー評価と、
調達部門マネジャーの目標達成に対するガイダンスを強化している」と語る。
プロセス、ツール、ナレッジやスキルを用いた説明責任は、企業の一貫した
意思決定を支援する。

このコンセプトは、あなたの会社のサプライヤーにも当てはまる。スタンフォー
ド大学の最新の調査では、サプライヤーとのコラボレーションや能力開発、あるい
は障害を根本から防ぐような活動に経営層が入り込むことで、不正を防ぎ、コスト
を大幅に削減できると示している 9。

私たちはサプライヤー評価と、調達部門マネジャーの 
目標達成に対するガイダンスを強化しています。“

9 Gillai, Porteous, and Rammohan, The Relationship Between Responsible Supply Chain Practices 
and Performance, Stanford Graduate School of Business, November 2013.
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社員の評価基準に持続的
サプライチェーンに
関する項目がある企業

社員の評価基準に持続的
サプライチェーンに
関する項目がない企業

持続的なサプライチェーンの取り組みによる価値の創出

44%

18%

37%

12%

59%

37%

30%
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48%

29%
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コスト削減 環境への影響 顧客満足度の向上 売り上げ増加 市場シェア拡大 市場規模拡大

対象： 30 companies with individual and functional metrics 63 without.
出典： PwC and APICS, Sustainable Supply Chain Survey 2013, June 2013.

社員の業績評価基準の重要性

あなたの会社は過去 2 年の間に持続可能なサプライチェーンの取り組みからどの
ような価値を創出しましたか。
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理想を現実にするために

企業が持続可能性について視野を広げ、環境、社会、経済、企業倫理などの視点
をサプライチェーン戦略に取り入れたとき、新しい価値が生まれる。さらに、視野
を広げて戦略を策定し、それにひもづく管理体制を構築し、経営層が積極的に持続
可能性に関与したとき、ビジネス価値は最大になる。

本調査によって、多くの取り組むべき課題が残されていることが浮き彫りに
なった。それは容易なことばかりではないが、解決する方法は明らかである。
まずはこのような質問から始めてみるべきである。「持続可能性を十分に広い視
野で捉えているか。サプライチェーン全体を効率的に運用しているか。持続可
能性のゴールに向けた活動を正しく管理しているか」



APPENDIX：
持続可能なサプライチェーンに
関する調査結果
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質問：
1. あなたの会社の経営層は持続可能なサプライチェーンの各視点にどの程度協力的

ですか？

非常に協力的 協力的 協力的でない

企業倫理と
コンプライアンス 74% 25% 1%

環境へのパフォーマンス 52% 43% 6%

社会的パフォーマンス 59% 32% 9%

経済的パフォーマンス 45% 49% 6%

本調査について

2013 年 6 月、PwC は APICS 会員のメンバーを対象に調査を実施した。調査
はオンラインで機密扱いとして実施し、全世界から 162 の回答を得た。

 ▪ 回答の 3 分の 1 は年間売上高が 10 億米ドル以上の企業である。

 ▪ 回答の 34％は課長レベル、48％は部長レベル、19％は本部長レベル以上の割
合であり、主な業務範囲は企画、製造、調達である。
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2. あなたは、持続可能なサプライチェーンの構築に対して、直接的な責任を負って
いますか？

3. あなたの会社において、持続可能なサプライチェーンに関する活動が今後
3 年間で増加すると思いますか？

Yes 41%

No 59%

大幅に増加する 26%

やや増加する 50%

ほぼ変化なし 24%

減少する 0%

4. あなたの会社の経営層は、現場のマネジャーやスタッフの持続可能なサプライ
チェーンに関する活動に対して、どの程度協力的ですか？

非常に協力的 31%

協力的 43%

どちらでもない 20%

協力的でない 3%

わからない 3%



持続可能なサプライチェーン：価値の最大化に向けて25

5. 次のうち、持続可能なサプライチェーンの構築の障害となっている領域はどれで
すか？該当するものを全て選んでください。

持続可能なサプライチェーンの取り組みに関する評価と
インセンティブの整備 40%

持続可能なサプライチェーンの活動の測定と管理 38%

持続可能なサプライチェーン戦略の立案とその伝達 37%

教育とトレーニングの提供 35%

持続可能なサプライチェーンに関する活動への投資 31%

明確な責任を伴う組織構築 28%

上記以外 17%

6. 以下の各領域において、あなたの会社の取り組みにもっとも近いものを選んでく
ださい。

議論は交わされるが、企業の戦略は明文化されていない 36%

戦略は存在するが、組織の各階層に伝達されていない 27%

戦略が存在し、組織全体に伝達されている 20%

戦略がない 18%

a. 持続可能なサプライチェーン戦略の立案とその伝達
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b. 明確な責任を伴う組織構築

サプライチェーンの持続性について、組織の中に誰も責任
を負う人がいない 28%

目標に対する責任は課されているが、目標が明確ではない 32%

サプライチェーンの持続性に関する特定の役割が定義され
ているが、定義が適切ではない 22%

戦略が存在し、かつ組織全体に浸透している 18%

c. 持続可能なサプライチェーンの取り組みの測定と管理

サプライチェーンに関する活動を測定する仕組みがない 39%

サプライチェーンに関する活動に対する明確な測定基準と
目標があり、かつ適切に運用されている 29%

サプライチェーンに関する活動がバラバラに運用されている 15%

サプライチェーンの活動が適切に測定されるように、会社
全体のスコアカードに組み込まれている 17%

d. 持続可能なサプライチェーンに関する活動への投資

継続的なトレーニングまたは教育を受けていない 40%

オンライントレーニングなど、受動的なトレーニング
にとどまっている 30%

持続可能なサプライチェーンの業務への影響を含めた
トレーニングが提供されている 17%

パフォーマンス向上につながる効果的なトレーニングが
提供されている 13%
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e. 持続可能なサプライチェーンに関する活動への投資

現行の予算内での実行を要求されている 43%

現行の予算を超過した場合、予算の追加が可能である 16%

限定的かつ不十分な予算での実行を要求されている 26%

戦略の実現に向けて具体的な予算が組まれており、関係者
に適切に配分されている 15%

f. 評価とインセンティブの整備

持続可能性に関する活動と、個人や組織の評価は関係がない 41%

持続可能性に関する活動は、個人の評価に影響するもので
はないが、組織の目標としては存在する。組織のリーダーは、
成果に対する評価が行われる

30%

持続可能性に関する活動は、個人と組織の評価に利用さ
れる。目標は、個人と機能両方に存在し、かつ成果に対
する評価が行われる

13%

持続可能性に関する活動が、組織ごとに評価されている。
また、評価結果が広く認識されている 16%



持続可能なサプライチェーン：価値の最大化に向けて28

著しい改善 やや改善 改善なし

持続可能なサプライチェーンによ
る目標達成のためのトレーニング 51% 40% 9%

持続可能性がもたらすビジネス価
値に関するトレーニング 50% 45% 5%

持続可能性の戦略と日常業務の明
確な関連 50% 42% 9%

日常業務における持続可能性の透
明性とコンプライアンス要件 48% 45% 8%

管理者の説明責任 47% 48% 6%

組織やチームに対する持続可能性
の測定基準と目標設定 45% 49% 7%

モニタリングスキームによるサプラ
イチェーンパフォーマンスの評価 45% 50% 6%

持 続 可 能 性 を 推 進 す る サ プ ラ
イヤーの採用 43% 49% 9%

7. 持続可能性を向上させるために注力すべき点はどれですか？
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8. あなたの会社において、持続可能なサプライチェーンを構築する上での課題はど
れですか？該当するものを全て選択してください。

ビジョンの提示、従業員の動機づけ、経営リソースの配分
がされていない 39%

株主価値に与える影響が測定されていない 39%

持続可能なサプライチェーンのスコープや企業の目標が
著しく曖昧である 39%

顧客からの要求がない 38%

コンプライアンスの観点ばかり強調されてしまう 35%

活動を評価するための汎用的な基準がない 33%

投資家からの要求がない 30%

マネジメント層が、持続可能性に関する活動を単なる
コストと考え、差別化要因とは見なしていない 29%

社会への影響が測定されていない 28%

マネジメント層は持続可能性をビジネスにとって重要事項
とは考えていない 28%

持続可能性に関する活動によって、主要なサプライヤーを
失うリスクがある 10%
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9. 持続可能なサプライチェーンの取り組みに関して、上位 3 つの課題のランク
付けをしてください。

持続可能なサプライチェーンのスコープや企業の目標が
著しく曖昧である 32%

株主価値に与える影響が測定されていない 29%

ビジョンの提示、従業員の動機づけ、経営リソースの配分
がされていない 27%

顧客からの要求がない 26%

コンプライアンスの観点ばかり強調されてしまう 24%

活動を評価するための汎用的な基準がない 21%

マネジメント層が、持続可能性に関する活動を単なる
コストと考え、差別化要因とは見なしていない 20%

マネジメント層は持続可能性をビジネスにとって重要事項
とは考えていない 18%

投資家からの要求がない 15%

社会への影響が測定されていない 13%

持続可能性に関する活動によって、主要なサプライヤーを
失うリスクがある 8%

回答者による上位 1、2、3 の課題をランク付け。
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10. あなたの会社では、どのように持続可能なサプライチェーンに関する活動を
評価していますか？該当するものを全て選択してください。

環境負荷の低減（廃棄物・二酸化炭素の削減、省エネルギー
など） 44%

コスト削減 43%

コンプライアンスの改善 37%

顧客満足度の向上 36%

売上増加 29%

供給リスクの低減 29%

マーケットシェアの拡大 20%

なし 18%

従業員の獲得、雇用、維持 15%

市場規模拡大 13%

ブランドの保護と事業のライセンス化 11%
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11. 下記いずれかのカテゴリーの中で過去 2 年間にわたり、持続可能なサプライ
チェーンの構築を通して、あなたの会社が得た成果はどれですか？該当するも
のを全て選択してください。

コスト削減 43%

環境負荷の低減（廃棄物・二酸化炭素の削減、省エネルギー
など） 35%

顧客満足度の向上 25%

なし 22%

売上増加 19%

コンプライアンスの改善 19%

供給リスクの低減 17%

マーケットシェアの拡大 16%

従業員の獲得、雇用、維持 9%

ブランドの保護と事業のライセンス化 8%

市場規模拡大 6%
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